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　作　曲　　Daniel  Alomias  Robles
　　　　　　Milchberg  Jorge　　
　編　曲　　山下　国俊　　
　出版社　　ミュージックエイト
１）スコアリーディング
（１）曲は何調であるか。
　　　イ短調～ニ短調へ転調
（２）何拍子であるか。　
　　　４拍子
（３）どのような速度で演奏するのか。
　　　テンポ９２　　　
（４）速度はどのように変わっているか。
　　　の序奏で始まり，フェルマー
タで停止、テンポ９２で主旋律が開始さ
れる。コーダでは最後にし終了す
る。
（５）強弱はどのように変わっているか。
　　　ではじまり、 から へ　　
（６）どの部分で、どの楽器に主旋律がある
か。リコーダーと鉄琴で始まり、重厚
なアコーディオンへ
（７）どの部分でどの楽器がソロで演奏する
か。Cの部分で木琴ソロ
（８）楽器の組み合わせはどうなっている
か。
リコーダー・鉄琴とアコーディオン、
アコーディオンと木琴ソロの対比
（９）打楽器がどこでどんな役目を果たして
いるか。
旋律を担当する木琴、鉄琴とリズムを
刻む打楽器の２つの役割。リズムを刻
む打楽器はテンポの維持と強弱に重要
な役割持つ
（１０）形式がどのように組み立てられている
か。
　　　序奏、主部Ａ、主部Ｂ、コーダ
２）曲の構成
　曲は、序奏、主部A、主部B、コーダで構成
されている。各部分は、いくつかに分けるこ
とができる。
　　序奏　　　　（１～５）
　　主部A　　　イ短調
　　　　Ａ－ａ　（６～１７）
　　　　Ａ－ｂ　（１８～２７）
　　主部Ｂ　　　ニ短調
　　　　Ｂ－ａ　（２８～３９）
　　　　Ｂ－ｂ　（４０～４９）
　　コーダ　　　（５０～５４）
３）合奏指導と指揮
序奏（１～５）
　この曲の最初はで開始される。初めは
全体で和音（ ）をたっぷり響かせるが、す
ぐ にする。 で緊張感を持続させること
Ⅲ　合奏指導と指揮の実際
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が大切である。
　指揮は、１拍目のの大きな叩き、点後
の運動は撥ね上げを小さく とする。緊張感
を持続させるためには棒を静止させる方が良
いと思うが、テンポはであり、拍の進
行がわからないと演奏者は不安になる。拍の
進行がわかるように小さなカウントも考えら
れる。
　２小節目からリコーダーのソロが入るが、
アコーディオンとのバランスに注意する。バ
ランス調整のため伴奏の人数を減らすことも
考える。リコーダーのソロはアーティキュ
レーションを明確に表現させる。指揮は、テ
ンポであり、入りの指示だけにして、
２～４拍は振らずソロに自由に演奏させる。
４拍目は点後を軽く撥ね上げ、裏の８分音符
で、ソロと合わせ、次の小節の１拍を示す。
３、４小節目も同様に１拍目だけを小さな手
首の動きで示す。コードは、で始まり
と進行する。５小節目は、はっき
りした動きで各拍を明確に振り、３拍目の点
で停止する。３拍目のフェルマータを十分に
のばした後、左手でカットする。
　４拍目の裏から主旋律が始まるが、カット
から主旋律の開始までの間をどれ位にするの
か、間の取り方に工夫が必要なところでもあ
る。主旋律は、右手を静かに上に持っていき、
４拍目の点を軽く叩き、点後の撥ね上げで、
裏の８分音符を引き出す。この動きで次のテ
ンポを明確に指示するが大切である。
主部　Ａ－ａ（６～１７）
　この部分は４小節のフレーズ２つからな
る。２つのフレーズは、ほぼ同じであり、こ
の２つフレーズの対比を考えることが必要で
あろう。
　６小節目から始まる主旋律の演奏は、２つ
の方法が考えられる。
　１．この曲に示されたテンポ９２で、最初か
ら旋律を開始する方法
　２．６小節目はゆっくり始め、バスと打楽
器が参加する７小節目からテンポを決
める方法
いろいろな演奏上の工夫ができる箇所であ
る。
　主旋律はリコーダーと鉄琴で大きな音量は
望めないので、裏の声パート（バスと打楽器、
木琴）のバランスに気をつけなければならな
い。特に打楽器が出過ぎないように注意が必
要である。また、主旋律は音色的には２つの
色の対比であり、この２つの楽器のバランス
にも注意を払うことが必要である。
　旋律はスラーのたびに、ブレスしてしまい
がちであるが、そうすると流れが切れてしま
うので、９小節目の休符でブレスするよう統
一する。
　フレーズは９小節目をめざし、上行音形と
リズムの繰り返しで しながら頂点に
達する。その後、しだいに減衰しフレーズは
おさまる。
　指揮は、７小節目から参加するバスと打楽
器の入りとテンポを明確に指示する。この部
分は、旋律を振るのか、伴奏を振るのかをはっ
きりさせなければならない。それにより、指
揮の技法も変わってくる。９小節目は３拍目
を浅く叩き、裏の８分音符を引き出す。１２小
節から２つ目のフレーズに入る。１３小節から
アコーディオンの飾りが入るので、入りの指
示が必要である。前のフレーズと同様に１５小
節目の休符でブレスをする。しかし、すぐ
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となるので３拍目の点を叩き、点後の動きを
大きくし、裏の８分音符を引き出す。
　により楽器が増加し、音量と音色が変
化し、重厚な響きとなる。低音の８分音符の
反進行にも注目し強調したい。その後、次第
に減衰、動きを小さくして フレーズは
おさまる。また、１６小節からバスとリズムの
パートを軽い叩きで振ることも考えられる。
１７小節は３拍目を軽い反動止めにして、次の
８分音符を強調する。
主部　Ａ－ｂ（１８～２７）
　この部分は、全体が になり、アコーディ
オンによる重厚な響きで場面転換が行われ
る。前半のクライマックスになる部分である。
フレーズは１９小節４拍目の頂点に向かって
 その後、徐々に減衰していく。ブレ
スは２１小節に統一し、途中でのブレスは極力
避けるようにする。どうしてもブレスしなけ
ればならない時は奏者ごとにブレスをずら
し、流れを途切れさせないように工夫する。
　１９・２０小節の木琴の飾りは、旋律と対照的
な動きでリズムを正確に強調する。２１小節の
リコーダーの飾りは、スラーを大切にしたい。
　２２小節からのフレーズも前半と同じ造りに
なっているが、２５小節目でアコーディオンの
旋律からリコーダーと木琴の旋律と変わり、
音量と色の変化に注意する必要がある。伴奏
パートも、７小節目から続いてきたリズムが、
２５小節目の３拍目で停止する。３拍目のピア
ノと打楽器は軽いアクセントで停止を強調し
たい。２６小節目から再び入る打楽器は旋律と
のバランスに注意することが必要である。２７
小節目でイ短調が終了になる。この小節では
上行する鉄琴の飾りとリズムの停止を大切に
したい。
　指揮は、全体をしゃくいで振り、感情豊に
表現する。２５小節目は３拍目で軽い反動止め
にして、ピアノと打楽器のアクセントで強調
する。２６小節目では再び入る打楽器に入りの
指示し、小さな叩きで軽さを表現する。２７小
節目で前半が終了になるが、この小節ではリ
ズムの停止を大切にしたい。鉄琴の飾りは入
りの指示をする。
主部　Ｂ－ａ（２８～３９）
　ニ短調に転調することにより緊張感が生ま
れる。大きな場面転換が行われる部分である。
この部分も４小節の２つのフレーズから出来
ている。
　２８～２９小節の厚いアコーディオンの響きと
３０～３３小節の木琴ソロの対比がおもしろい部
分である。２８小節の低音の全音符は緊張感持
つ音符であり、たっぷりと演奏したい。３０小
節からの裏の声のハーモニーは木琴ソロとの
バランスとともに、リズムを大切にしたい。
３４小節目からも前半と同様の造りとなってい
る。
　指揮は、重厚なアコーディオンと軽快な木
琴ソロの対比を大切にし、しゃくいと軽い叩
きで振りたい。
主部　Ｂ－ｂ（４０～４９）
　この部分は で、全体が重厚な響き
で大きな盛り上がりとなる。付点８分音符の
躍動感と対象的な動きをする木琴の飾りも印
象的で強調したい。フレーズは４１小節目の頂
点に向かってクレッシェンドし、頂点の後、
次第に減衰していく。４４小節目からも同様で
あるが、４９小節目でおさまりを大切にしたい。
60 光星学院八戸短期大学研究紀要　第　26　巻
また、裏の声のハーモニー吹流しは、流れを
作る役割を持ち、流れを途切れさせないよう
にブレスに注意したい。バスパートは時折出
てくる８分音符のリズムの変化を強調した
い。
コーダ（５０～５４）
　序奏と同様、ハーモニーの流れの上に、リ
コーダーソロが現れ、５３小節目で し、５４
小節目の（）で終了する。
　楽譜上ではコーダはインテンポで演奏し、
５３小節目で し、終了することになって
いる。しかし、序奏との関係を考えると４９小
節目でテンポを落とし、リコーダーソロを
じっくり聞かせる方法も考えられる。最後に
現れる木琴は入りだけを指示し、演奏者に自
由に表現させ印象的に終わりたい。
　合奏は、楽器の組み合わせによる音色の変
化と音量の変化、パートの多様性に特徴があ
る。合奏におけるダイナミックスは、個々の
演奏者のコントロールによる表現もあるが、
一般的には多くの楽器で演奏すると増大し、
少しの楽器で演奏すると減少する。音色は単
独で演奏するか、他と協同して演奏するかの
２つで決まる。
　また、演奏をまとめるにあたっては、バラ
ンスとコントラストを考えなければならな
い。すべての楽器が、その楽器の性能いっぱ
いに音を出すと騒々しくなり演奏にならな
い。旋律や裏の声などその役割に応じた音量
のコントロールが必要である。楽器の音のブ
レンドや和音の各音のバランスなどにも注意
を払わなければならない。合奏はバランスに
より成り立っている。
　ｐやｆは、強弱をあらわす記号であるが、
その強さの量をあらわす具体的な数字は決め
られていない。しかし、ｆはｐより大きいこ
とは明確である。どれぐらい弱くするのか、
強くするのかは演奏するものが判断すること
になる。演奏においても、この部分は他のど
この部分と、どのような関係にあり、どれ位
強いか弱いかなど、他との比較で考えまとめ
ていく。他とのコントラストを考えることが
合奏をまとめる大きな要素でもある。
　指揮者は、それらの全てを判断し、いちば
ん良い方法を指示し、全体の統一を計ってい
かなければならない。その表現方法としての
指揮の技法も重要になってくる。
　合奏の指導者には音楽性、指導性、人間性
指揮の技術が求められ、その役割は多方面に
わたり重要である。合奏の指導者は、選曲か
ら指導、発表までの全てに関わりを持ちなが
ら、スコアを読み、合奏が最大の効果をあげ
るようにしなければならない。
これまで、ほとんどの指導者は、ただ熱意の
みで指導に取組み、試行錯誤を続けながら経
験によって、指導法体得してきた。このよう
な試行錯誤なしに、きちんとした指導理論の
もとに合奏が展開されるように今後も研究し
ていかなければならない。
Ⅳ　ま　　と　　め
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［１］秋山紀夫　1988　合奏指導上の知識－スコアリーディング
　　　　　　　　　　　　　　吹奏楽指導全集（１）吹奏楽の魅力　　188－189　同朋舎
［２］小林秀雄　1966　編曲の原理
　　　　　　　　　　　　　　合奏編曲法　　18－21　音楽之友社
［３］伊達　博　1993　アンサンブルにおける演奏の基本
　　　　　　　　　　　　　　器楽アンサンブルの理論と実際　63－79　音楽之友社
［４］田端利則　2001　初心者のための合奏指導法の研究－スコア・リーデｨングから合奏へ
　　　　　　　　　　　　　　13－26　八戸短期大学研究紀要
１　初心者のための合奏指導法の研究（スコアリーディングから合奏へ）」（紀要２４巻）
　　初心者のための指揮入門」（紀要２５巻）
２　打楽器は、曲の最初から終わりまで鳴らすとうるさい。曲の強調したい部分や打楽器によっ
て生きる部分、全楽器を鳴らして壮大にしたい部分などに使われる。楽器の特徴と目的を
はっきりし、使用すべきである。
３　今まで休んでいたものが加わることや演奏していたものが休むことによりは、大きな演奏
効果的が得られる。この場合も楽器の数が増加すると音量は大きくなり、楽器の数が減少
すると音量は小さくなる。　
４　故障している楽器や状態の悪い楽器では、正しい音程や音のコントロールはできない。楽
器を点検し良い状態に管理することも演奏者だけではなく、指導者の仕事である
　　合奏を効率よく進める為にチューナーの活用も考える必要がある。
５　フレーズを見分けるポイント
　　休符による切れ目、フェルマータによる切れ目、小節線、拍子の変化、テンポの変化、和
声進行
　　スラーによる指示、声楽曲では、歌詞により見分けることができる。
　　一般的には、フレージングを２小節、または４小節で考え見分ける。
６　楽器では調律を含む事前の調整は当然必要であるが演奏中においても管楽器の温度の上
昇、弦楽器の弦のゆるみなどから生ずる狂いを修正する努力が必要である。
７　ダイナミクスは読譜上の約束であり、 で始まった音楽は、次の指示（）があ
るまで の状態が続く。その中のアクセントやスフォルツァンドは、 の状態の中で行
われる。
８　この２５のチェック・ポイントは、４つに分類できる。
　　楽器に関すること（維持管理、奏法）　　（１、２、３、２３）
　　指導法に関すること（合奏、表現）　　　（４、６、１０、１１、１２、１３、１４、１５）
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